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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
19
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時　
　

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）　
　

定
員　

１
０
０
人

新
規
開
業
医
講
習
会「
新
規
個
別
指
導
対
策
編
」

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

 

浅
田
聡
氏
（
関
電
病
院
循
環
器
内
科
心
血
管
治
療
部

部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

循
環
器
疾
患
と
歯
科
領
域
の
関
わ
り

大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円　

未
入
会
者
１
万
円

労
働
条
件
通
知
書
（
労
働
契
約
書
）
作
成
の
ノ
ウ
ハ

ウ
（
仮
題
）

経
税
部
・
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
シ
リ
ー
ズ
②

日
時　

10
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
４
階
（
大
阪
市
中
央
区
本
町
橋

２
‐
31
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
隣
）

講
師　

 

戸
原
玄
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
老
化
制
御
学
系
口
腔
老
化
制
御
学
講
座
高

齢
者
歯
科
学
分
野
准
教
授
）

会
費　

歯
科
・
医
科
会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

 

90
人　

※
10
月
３
〜
４
日
は
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ

か
で
保
険
医
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
評
価
と
訓
練
の
実
際

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
演
会

日
時　

９
月
12
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

山
田
兼
三
氏
（
元
兵
庫
県
南
光
町
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

歯
を
大
切
に
し
て
健
康
が
花
咲
い
た
町
か
ら
学
ぶ

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会　

学
習
講
演
会

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分　
　

場
所　

 

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
棟
３
階
（
Ｊ
Ｒ

・
南
海
空
港
線
「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）　
　

定
員　

50
人

個
別
指
導
対
策
講
習
会
〜
増
え
る
内
部
告
発
・
患
者

通
報
へ
の
対
応
〜

泉
州
地
区
準
備
会

歯
科
医
院
譲
渡
・
貸
与

【
所
在
地
】
大
阪
市
中
央
区

徳
井
町

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
谷
町
線

谷
町
四
丁
目
駅
下
車
徒
歩
５

分【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
２
台
、

パ
ノ
ラ
マ
１
台
、
デ
ン
タ
ル

２
台
、
技
工
室
、
９
階
建
て

２
階
部
分
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

あ
り
）、
25
坪

【
金
額
】
譲
渡
：
応
相
談
、

貸
与
：
応
相
談
（
目
安
＝
月

額
30
万
、
保
証
金
10
カ
月
分
）

【
連
絡
先
】
藤
井
清

０
９
０
-
６
２
３
７
-
１
０

０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
-
６
９
４
３
-
７

０
３
８

大
阪
護
国
神
社
に
建
て
ら
れ
た

「
特
攻
勇
士
に
捧
ぐ
」
像　
　

「
藤
永
田
造
船
跡
地
」
の
碑　
　

（
住
之
江
区
柴
谷
１
丁
目
）（
右
）

空
襲
で
焼
け
た
加
賀
屋
新
田
会
所

跡
の
「
明
霞
亭
」
に
残
る
松
の
階

段
（
下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

歯の悩みに答えた枚方市での健康
教室＝８月４日　　　　　　　　

母子対象に健康教室歯の悩みや疑問に答える

住
之
江
区

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

㉘機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
・
北
加

賀
屋
駅
か
ら
西
へ
約
１
㌔
余

り
、「
三
井
造
船
」
の
大
き

な
看
板
の
前
に
建
て
ら
れ
た

「
藤
永
田
造
船
所
跡
地
」
の

小
さ
な
碑
（
99
年
８
月
建

立
）
が
唯
一
「
藤
永
田
」
の

名
前
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

藤
永
田
造
船
所
は
、
日
本

最
古
の
造
船
所
と
言
わ
れ
、

日
本
海
軍
の
艦
艇
や
鉄
道
車

両
を
製
造
。
横
須
賀
市
に
あ

る
浦
賀
船
渠
と
と
も
に
駆
逐

艦
建
造
で
は
「
西
の
藤
永

田
、
東
の
浦
賀
」「
駆
逐
艦

の
藤
永
田
」
と
も
言
わ
れ
て

い
た
。

　

１
６
８
９
年
（
元
禄
２
）、

大
坂
堂
島
船
大
工
町
に
船
小

屋
「
兵
庫
屋
」
と
し
て
創

業
。
敗
戦
ま
で
に
駆
逐
艦
だ

け
で
も
40
隻
近
く
を
建
造

し
、
67
年
10
月
、
三
井
造
船

に
吸
収
合
併
さ
れ
、
２
７
８

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

小
型
で
機
動
力
に
優
れ
た

駆
逐
艦
に
は
、
敵
艦
へ
突
っ

込
み
魚
雷
を
発
射
し
て
攻
撃

す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い

た
。
42
年
８
月
、
日
本
海
軍

が
飛
行
場
を
建
設
し
て
い
た

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
米
軍
が

上
陸
し
飛
行
場
を
占
領
、
激

し
い
戦
い
が
陸
海
で
展
開
し

た
。
駆
逐
艦
隊
が
、
速
度
の

遅
い
輸
送
船
に
か
わ
り
、
ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
島
へ
増
援
部
隊

や
物
資
を
運
ぶ
輸
送
任
務
が

命
じ
ら
れ
た
。

　

輸
送
作
戦
は
夜
間
に
行
わ

れ
「
鼠（
ね
ず
み
）輸
送
」
と

呼
ば
れ
た
。
最
強
の
駆
逐
艦

部
隊
第
二
水
雷
船
隊
だ
っ
た

が
、
３
５
０
０
人
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
と
い
う
。
藤
永

田
造
船
で
建
造
さ
れ
た
多
く

の
駆
逐
艦
も
海
に
消
え
た
。

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
い
で

は
死
者
・
行
方
不
明
者
約
２

万
人
強
、
こ
の
う
ち
直
接
の

戦
闘
で
の
戦
死
者
は
約
５
千

人
、
残
り
約
１
万
５
千
人
は

「
餓
死
し
た
英
霊
た
ち
」
で

あ
っ
た
。

護
国
神
社

　

南
加
賀
屋
に
加
賀
屋
新
田

会
所
跡
が
あ
る
。
江
戸
時

代
、
加
賀
屋
甚
兵
衛
に
よ
っ

て
、
１
７
５
４
年
に
会
所
は

建
築
さ
れ
た
。
数
奇
屋
風
の

建
物
が
一
部
現
存
し
大
阪
名

園
の
一
つ
だ
。
建
物
は
空
襲

で
焼
失
し
た
が
、
松
を
削
っ

た
階
段
が
焼
け
残
り
、
今
も

残
さ
れ
て
い
る
。

　

地
下
鉄
住
之
江
公
園
か
ら

す
ぐ
の
大
阪
護
国
神
社
。
日

中
戦
争
が
本
格
化
す
る
中
、

一
府
県
に
一
社
ず
つ
設
け
る

と
い
う
国
の
方
針
で
全
国
的

に
造
ら
れ
た
。
東
京
に
靖
国

神
社
が
あ
っ
た
が
、
地
方
に

住
む
遺
族
の
参
拝
の
利
便
性

と
、「
忠
君
愛
国
と
靖
国
の

思
想
」
を
浸
透
さ
せ
る
た
め

だ
っ
た
。

　

09
年
に
建
て
ら
れ
た
「
特

攻
勇
士
に
捧
ぐ
」
像
は
「
若

者
た
ち
が
命
を
か
け
て
崇
高

な
『
日
本
人
の
心
』
を
実
践

し
た
」
と
記
し
、
こ
れ
を
称

え
て
い
る
。
日
本
に
よ
る

「
植
民
地
支
配
」「
侵
略
」

を
認
め
る
こ
と
を
か
た
く
な

に
拒
否
す
る
首
相
と
意
を
同

じ
く
す
る
神
社
が
、
戦
後
も

存
在
し
続
け
て
き
た
こ
と

を
、
私
た
ち
は
世
界
の
国
々

に
誇
れ
る
だ
ろ
う
か
。

 
（
つ
づ
く
）

海
軍
の
駆
逐
艦
造
っ
た「
藤ふ

じ

永な
が

田た

造
船
所
」

成功するコンポジットレジン修復
－理論からテクニックおよび　　　
　　　　　器材選択のヒントまで－

林　美加子（大阪大学大学院歯学研究科口腔分子
感染制御学講座歯科保存学教授　　）

　

日
々
の
臨
床
で
行
わ
な
い

日
は
無
い
と
思
わ
れ
る
ほ

ど
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

修
復
は
私
た
ち
の
臨
床
に
浸

透
し
て
い
る
。
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
レ
ジ
ン
修
復
の
成
功
の
鍵

は
、
科
学
的
な
理
解
に
基
づ

く
的
確
な
術
式
お
よ
び
材
料

の
選
択
と
、
技
術
的
な
難
し

さ
を
効
果
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
優
秀
な
機
器
の
使

用
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　

そ
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ

ン
の
最
近
10
年
を
振
り
返
る

と
、
様
々
な
点
で
大
き
な
進

展
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
例

え
ば
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
で
は
、
開
発
当
初
は
不
安

定
感
が
否
め
な
か
っ
た
１
液

性
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
材
は
、
重

合
性
能
が
格
段
に
向
上
し
た

こ
と
に
よ
り
信
頼
性
の
高
い

も
の
へ
と
進
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が
フ
ィ
ラ
ー
に
積
極
的
に

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

色
調
適
合
性
が
目
を
見
張
る

ほ
ど
改
良
さ
れ
た
ば
か
り

か
、
機
械
的
性
質
に
優
れ
た

魅
力
的
な
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
コ

ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
が
出
現

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
高
性
能
接
着
性

モ
ノ
マ
ー
の
開
発
に
よ
り
、

歯
質
の
み
な
ら
ず
金
属
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
レ
ジ
ン
に
安

定
し
た
接
着
を
示
す
多
機
能

プ
ラ
イ
マ
ー
が
開
発
さ
れ
、

ミ
ニ
マ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
ポ
リ
シ
ー
の
ひ
と

つ
で
あ
る
補
修
（
リ
ペ
ア

ー
）
を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。

　

一
方
、
口
腔
で
の
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
の
充
填
か
ら

日
時　

９
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人　

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

仕
上
げ
・
研
磨
操
作
を
確
実

か
つ
簡
便
に
行
う
た
め
に

は
、
充
填
器
、
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
、照
射
器
、研
磨
材
な
ど
か

ら
秀
逸
な
も
の
を
厳
選
し
、

こ
れ
ら
を
症
例
に
応
じ
て
上

手
く
使
い
こ
な
す
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

日
々
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ

ン
修
復
が
、
さ
ら
に
楽
し
く

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
日
々

進
化
す
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
の
「
今
」
に
焦
点
を
当

て
て
、
臨
床
症
例
を
ご
紹
介

し
な
が
ら
成
功
す
る
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
の
鍵
を

ひ
も
と
い
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　北河内地区は８月４日、枚方市
内で健康教室と歯科健診に取り組
んだ。新日本婦人の会・枚方支部
が主催し、子どもや母親ら15人が
参加した。
　出務した有地正氏（枚方市開
業）は、子どもたち一人ひとりの
歯を丁寧に健診した。むし歯や歯
列の様子など、現在の口腔内の状
況を確認し、保護者に状態を説
明。むし歯の有無やブラッシング
のポイントをアドバイスした。
　協会が取り組んでいる「保険で
良い歯科医療の実現を求める」請
願署名の協力を呼びかけた。

大和川大和川

北加賀屋駅北加賀屋駅

住之江公園駅住之江公園駅
護国神社護国神社

三井造船三井造船

加賀屋新田会所跡加賀屋新田会所跡


